　　　　　　　　図書館授業使用規定（改正版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市立西高津中学校図書部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００２．４．１５改定

	
	 　　①授業中の図書館の管理者は、授業担任とする。



	
	
	・図書室の鍵の開閉は生徒に任せず、授業担任が行う。
本の紛失を防止するためにお願いします
・午後の授業で使用する時は、昼休み終了の予鈴の時点で、授業者が図書室 　にいるようにしてください。


	

	
	 　　②授業で使用する時に気をつけてほしい事。

	
	・授業中の本の貸出・持ち出しは禁止。
※借りたい時は、朝・昼・放課後の開館時間に手続きをする。

・課題学習などで必要な本は、授業の中で適時「コピータイム」を設け資料を整理できるようにする（コピー機は常備しています）。

・授業の終了時には、使用した本は元の棚に戻す。

・授業の終了時にはパソコンの電源は切り、ソフトは所定の位置に戻す

・授業終了時には、簡単に清掃する。

※机の上や下の消しゴムかすやごみをひろう程度。

以上の事を生徒に指示し、授業の終わりには点検する。
	

	 　　③図書館の使用の予約（図書室は予約制です。１年を通じては使えません）
 　　④職員室の「使用予定表」に記入する。

⑤重なった時は調整し、本を教室に持ち出さなくてよいように調整する。

 　　⑥それでも調整がつかない時は、図書担当に申し出る。
⑦図書室の本の一部を持ち出して使う時は、事前に図書担当に申し出る。


